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は

じ

め

に

『
日
本
書
紀
』
に
は
、
い
く
つ
か
の
訓
点
資
料
の
諸
本
が
伝
存
す
る
。
本

稿
で
扱
う
『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
資
料
は
、
岩
崎
本
、
前
田
本
、
図
書
寮

本
、
天
理
本
、
吉
田
本
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
漢
語
動
詞
成
立
の
過
程
を

考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
諸
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字

（
漢
語
動
詞
の
語
幹
を
形
成
す
る
漢
字
）
の
訓
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

本
稿
の
筆
者
は
、
一
字
か
ら
な
る
漢
語
動
詞
を
中
心
に
、
漢
語
動
詞
形

成
漢
字
の
中
国
か
ら
の
受
容
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
後
の
意
味
の
変
遷
、

類
義
の
和
語
動
詞
と
の
使
わ
れ
方
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
き
て
い

る
が
、
加
え
て
、
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
と
い
う
観
点
も
、
漢
語
動
詞

の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
重
要
な
視
座
の
一
つ
に
据
え
て
き

た
。
漢
語
動
詞
成
立
の
過
程
に
お
い
て
、
漢
文
訓
読
が
関
わ
っ
て
い
る
か
、

関
わ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
多
く
の
訓
点
資
料
を
対
象
と
し
た
確
認
と
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

本
稿
で
『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
資
料
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
か
つ
て

拙
稿
に
お
い
て
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味

と
『
源
氏
物
語
』
の
漢
語
動
詞
の
意
味
を
比
較
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

の
際
、『
日
本
書
紀
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
読
み
と
の
関
係
に

つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
訓
点
資
料
は
、
そ
の
成
立
時
期
か
ら
す
れ
ば
後
代
の
資
料
で
は
あ
る

が
、『
日
本
書
紀
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
読
み
を
考
え
る
に
は
欠
か
せ

な
い
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
に
は
、
複
数
の
訓
点
資
料
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
訓
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
読

み
と
意
味
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
多
角
的
に
捉
え
得
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、『
源
氏
物
語
』
の

一
字
漢
語
動
詞
の
語
幹
を
な
す
、
次
の
三
十
五
字
で
あ
る
。

広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢

第
二
十
五
号

一

－

二
二

二
〇
二
二
年
二
月

『
日
本
書
紀
』
訓
点
資
料
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
訓

―
―『
古
事
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
比
較
し
て
―
―
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念
／
奏
／
誦
／
具
／
怨
／
屈
／
領
／
啓
／
調
／
制
／
請
／
信
／
臆
／

興
／
困
／
講
／
孝
／
辞
／
拝
／
秘
／
弄
／
先
／
練
／
按
／
要
／
勘
／

感
／
死
／
動
／
難
／
褙
／
服
／
用
／
論
／
和

こ
れ
ら
の
漢
字
が
、『
日
本
書
紀
』
の
諸
訓
点
資
料
で
ど
の
よ
う
に
読
ま

れ
、
そ
れ
が
漢
語
動
詞
成
立
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
探
る
の
が
本
稿

の
目
的
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
日
本
書
紀
』
の
訓
点
資
料
の
概
要
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

岩
崎
本
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵（1
））

平
安
時
代
の
十
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
、
巻
第
二
十
二
、
巻
第
二
十
四

が
存
す
る
。
石
塚
博
士
は
、
Ⓐ
平
安
中
期
加
点
（
朱
点
―
仮
名
、
ヲ

コ
ト
点
、
本
文
声
点
、
合
符
等
）
と
Ⓑ
院
政
期
中
期
加
点
（
墨
点
―

片
仮
名
、
巻
第
二
十
二
の
ヲ
コ
ト
点
、
本
文
及
び
片
仮
名
の
訓
声
点
、

合
符
等
、
朱
点
―
巻
第
二
十
四
の
ヲ
コ
ト
点
、
合
符
等
）
と
Ⓒ
宝
徳

三
年
及
び
Ⓒ́
文
明
六
年
一
条
兼
良
加
点
、
傍
注
頭
注
脚
注
墨
書
、
返

点
、
合
点
、
合
符
等
）
に
分
け
ら
れ
た
。

②

前
田
本
（
前
田
育
徳
会
蔵（2
））

巻
第
十
一
、
巻
第
十
四
、
巻
第
十
七
、
巻
第
二
十
の
四
巻
が
存
す
る
。

十
二
世
紀
の
書
写
、
加
点
と
さ
れ
て
い
る
。

③

図
書
寮
本（3
）

巻
第
十
二
、
巻
第
十
三
、
巻
第
十
四
、
巻
第
十
五
、
巻
第
十
六
、
巻

第
十
七
、
巻
第
二
十
一
、
巻
第
二
十
二
、
巻
第
二
十
三
、
巻
第
二
十

四
が
存
す
る
。
こ
れ
に
、
別
本
を
取
り
合
せ
た
巻
第
二
と
巻
第
十
か

ら
成
る
。「
永
治
二
年
三
月
廿
七
日
以
弾
正
弼
大
江
朝
臣
」
の
識
語
が

あ
る
。
書
写
、
加
点
と
も
に
「
永
治
二
年
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

④

吉
田
本
（
兼
方
本
）（
京
都
国
立
博
物
館
蔵（4
））

巻
第
一
、
巻
第
二
が
存
す
る
。
筆
者
は
卜
部
兼
方
で
、
朱
墨
の
訓
点

の
ほ
か
、
注
記
、
裏
書
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
。
鎌
倉
中
後
期
の
書

写
で
あ
る
。

⑤

天
理
本
（
兼
夏
本
）（
天
理
大
学
付
属
天
理
図
書
館
蔵（5
））

巻
第
一
、
巻
第
二
が
存
し
、
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
に
卜
部
兼
夏

が
書
写
、
加
点
し
た
も
の
で
あ
る
。

一

訓
点
資
料
諸
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
訓

と
意
味
と
の
関
係

ま
ず
、
訓
点
資
料
諸
本
に
お
い
て
、
一
字
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
訓
に

つ
い
て
の
一
覧
を
本
稿
末
の
別
表
に
示
す
。
な
お
、
先
に
示
し
た
一
字
漢

語
動
詞
形
成
漢
字
の
う
ち
、「
按
・
臆
・
勘
・
具
・
困
・
難
・
褙
・
秘
・

練
・
弄
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
記
』
の
訓
点
資
料
諸
本
に
お
い
て
、
動

詞
と
し
て
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
て
、
論
文
末
に
掲
げ
た
別
表
に
基
づ
き
、
諸
本
間
の
訓
の
違
い
に
つ
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い
て
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
諸
本
に
よ
っ
て
、
残
存
す
る
巻
に
異
な
り
が

あ
る
の
で
、
完
全
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
は
、

諸
本
間
の
残
存
す
る
巻
数
の
異
な
り
を
考
慮
せ
ず
に
考
察
を
進
め
る
。

別
表
に
基
づ
き
、
一
字
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
（
以
下
、
形
成
漢
字
と
表

記
す
る
）
ご
と
に
、
訓
の
状
況
を
概
観
す
る
。
な
お
、「
屈
」「
誦
」「
調
」

は
、『
日
本
書
紀
』
で
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
付
訓
例
が

認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。

以
下
、
岩
崎
本
を
岩
、
前
田
本
を
前
、
図
書
寮
本
を
図
、
吉
田
本
を
吉
、

天
理
本
を
天
と
表
示
す
る
。

①
「
念
」

「
オ
モ
フ
」（
岩
・
図
）
と
「
オ
ボ
ス
」（
図
）
が
あ
る
。

「
オ
モ
フ
」「
オ
ボ
ス
」
と
い
う
異
な
る
訓
で
読
ま
れ
る
理
由
は
、
用
例

1
の
よ
う
に
、
天
皇
が
主
体
の
と
き
は
「
オ
ボ
ス
」
と
訓
じ
、
用
例
2
の

よ
う
に
一
般
の
人
物
が
主
体
の
と
き
は
、「
オ
モ
フ
」
と
訓
じ
て
い
る
。

1

天
皇
、
使
に
御
田
を
、
其
（
の
）
采
女
を
姧
ヲ
カ
セ
リ
ト

疑
（
ひ
）
て
、
将

刑ス
ラ
ヒ
タ
マ
ハ
ム

（
と
）
自
（
ら
）

念

コ
ロ
サ
ム
ト
オ
ホ
ス

て
、
物
部
に
付
（
ケ
タ
マ
フ
）。

（
図
書
寮
本

371
行
目

第
十
四

雄
略
紀
）

2

生
ウ
ミ
ノ
コ
ニ

の

念
オ
モ
フ
コ
ヽ
ロ

を

不
属ツ

（
ケ
ザ
ラ
ム
）。（
図
書
寮
本

510
行

目

第
十
四

雄
略
紀
）

②
「
奏
」

動
詞
の
訓
と
し
て
は
、「
マ
ウ
ス
」（
岩
・
前
・
図
・
吉
・
天
）
と
「
マ

ス
」（
図
）
が
あ
る
。「
マ
ウ
ス
」
の
訓
が
、
す
べ
て
の
本
に
見
ら
れ
、「
マ

ス
」
は
図
書
寮
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
マ
ス
」
は
「
マ
ヲ
ス
」
の

変
化
し
た
語
と
さ
れ
る
。

用
例
1
は
、「
奏
」
単
独
字
を
「
マ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
、
ニ
格
の

対
象
は
天
皇
で
あ
る
。
用
例
2
の
よ
う
に
「
マ
ウ
ス
」
と
読
ん
だ
「
奏
」

も
、
対
象
は
天
皇
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
書
寮
本
で
、「
マ
ウ
ス
」
と
読
ん

だ
「
奏
」
と
「
マ
ス
」
と
読
ん
だ
「
奏
」
の
間
に
、
意
味
の
違
い
は
認
め

が
た
い
。
用
例
2
は
、
図
書
寮
本
で
「
奏
」
を
「
マ
ウ
ス
」
と
読
ん
だ
も

の
の
全
10
例
の
う
ち
、
1
例
を
示
し
た
。

1

天
皇
之
瘡
ミ
ヤ
マ
ヒ

、
転
イ
ヨ
〳
〵

盛
サ
カ
リ
ナ
リ

。

終
ウ
セ
タ
マ
ヒ
ナ
ム
（
ト
）
将ス

ル欲
、
時
に
鞍ク
ラ
ツ
ク
リ部

多
（
平
）
須
（
平
）
奈
（
上
）
進
（
み
て
）
而
奏マ
シ

て
曰
マ
ウ
サ
ク

、（
図
書
寮
本

73
行
目

巻
第
二
十
一

用
明
紀
崇
峻
紀
）

2

群
臣
、
議
定
て
奏マ
ウ
セ

之
。（
図
書
寮
本

65
頁

第
十
三

允
恭
紀

安
康
紀
）

③
「
怨
」

用
例
1
、
2
の
よ
う
に
「
ニ
ク
ム
」（
前
・
図
）「
ソ
ネ
ム
」（
前
・
図
）

が
見
ら
れ
る
。
用
例
1
、
2
は
、
同
一
本
文
の
対
応
箇
所
で
あ
り
、
前
田

本
、
図
書
寮
本
と
も
に
、「
怨
」
に
対
し
て
「
ニ
ク
ム
」
と
「
ソ
ネ
ム
」
の
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訓
を
付
し
、
い
ず
れ
も
右
に
「
ニ
ク
ム
」、
左
に
「
ソ
ネ
ム
」
と
あ
る
。
前

田
本
と
図
書
寮
本
の
同
一
系
祖
本
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

同
一
箇
所
の
「
怨
」
を
「
ニ
ク
ム
」
と
「
ソ
ネ
ム
」
で
読
ん
で
お
り
、

「
怨
」
の
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
読
み
分
け
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

1

於
是
小
鹿
火
宿
祢
、
大オ
イ
ハ磐
宿
祢
を
深
‐

怨

ニ
ク
ム（
右
訓
）ソ
ネ
ム（
左
訓
）
乎
。
乃

（
ち
）
於
韓
子
の
宿
祢
に
告
（
げ
）
て
曰
（
く
）（
前
田
本

巻
第
十

四

258
行
目

雄
略
天
皇
）

2

於
是
、
小
鹿
火
の
宿
祢
、
大オ
ヒ
ハ磐
宿
祢
を
深
ニ
ク
ム（
右
訓
）ソ
ネ
ム（
左
訓
）

‐

怨
て
、
乃

（
ち
）、
於
韓
子
の
宿
祢
に
詐カ
サ

む
て
曰
（
く
）、（
図
書
寮
本

306
行
目

第
十
四

雄
略
紀
）

④
「
領
」

「
ヒ
キ
ヰ
ル
」（
前
・
図
・
天
）「
ウ
ナ
ガ
ス
」（
前
）「
ヲ
サ
ム
」（
図
）

の
訓
が
見
ら
れ
る
。
用
例
1
と
2
は
、
同
一
内
容
の
箇
所
の
「
領
」
で
あ

る
が
、
異
な
る
本
で
、
い
ず
れ
も
「
ヒ
キ
ヰ
ル
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
の
「
領
」
は
、「
兵
士
を
率
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
3

の
「
ウ
ナ
カ
ス
」
と
読
ま
れ
た
「
領
」
の
意
味
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
の
頭
注
に
よ
れ
ば
、「
法
令
を
頸
枷
に
し
て
、
命
令
に
従
わ
な
い
者
を

検
挙
し
監
督
す
る
意
。」（
②
35
頁
）
と
あ
る
。
用
例
4
の
「
ヲ
サ
ム
」
と

し
て
読
ん
だ
「
領
」
は
「
領
有
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
ヒ
キ
ヰ
ル
」「
ウ
ナ
ガ
ス
」「
ヲ
サ
ム
」
と
読
ん
だ
「
領
」
は
意
味
が

異
な
り
、
そ
の
意
味
の
違
い
に
応
じ
て
異
な
る
訓
で
読
ん
で
い
る
。

﹇
ヒ
キ
ヰ
ル
﹈

1

太
山
守
の
皇
子
、
其
（
の
）
兵
（
を
）
備
タ
ル
こ
と
を
知
（
ら
）

不
（
し
）
て
、
数
百モ
モ
ア
マ
リ
ノ
イ
ク
サ

兵
士
を
両
領
ヒ
キ
ヰ
て

夜ヨ
ナ
カ
ニ

‐
半
、
発タ
チ
テ

而
行
之
。（
前

田
本

巻
十
一

40
行
目

仁
徳
天
皇
）

2

太
山
守
の
皇
子
、
其
（
の
）
兵
（
を
）
備
タ
ル
こ
と
を
知
（
ら
）

不
。
独
、
数
百モ
モ
ア
マ
リ
ノ
イ
ク
サ

兵
士
を
領ヒ
キ
ヰ

て
、
夜ヨ
ナ
カ
ニ

‐
半
発タ
チ
テ

而
行
（
く
）
之
。

（
吉
田
本

283
行
目

神
代
下
）

﹇
ウ
ナ
ガ
ス
﹈

3

不
領
ウ
ナ
カ
サ
レ
ス
シ
テ
而
扶
老を

。（
前
田
本

巻
十
一

118

仁
徳
天
皇
）

﹇
ヲ
サ
ム
﹈

4

天
皇
、
即
（
ち
）
使
を
遣
ツ（
カ
ハ
シ
）て
而
、
上
道
の
臣
等
を
嘖
‐
譲
て
於

而
、
所ヲ
サ
ム
ル領
山
部
を
奪
（
ふ
）（
図
書
寮
本

33
行
目

巻
第
十
五

清

寧
紀
顕
宗
紀
仁
賢
紀
）

⑤
「
啓
」

「
マ
ウ
ス
」（
岩
・
前
・
図
・
吉
・
天
）「
ミ
チ
ヒ
ラ
ク
」（
吉
）「
ミ
チ
ヒ

ク
」（
天
）
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
用
例
1
に
示
し
た
よ
う
に
、「
マ
ウ
ス
」

と
し
て
読
ま
れ
た
「
啓
」
は
、
い
ず
れ
も
臣
下
が
貴
人
に
「
申
し
上
げ
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
2
は
「
啓
」
を
「
ミ
チ
ヒ
ラ
ク
」
と
し
て
読

ん
だ
例
で
あ
る
。
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﹇
マ
ウ
ス
﹈

1

乃
（
ち
）
四
大
夫
、
起
‐
進
（
み
）
て
、
於
大
臣
（
に
）

啓

マ（
朱
）マ
ウ（
墨
）

（
す
）。（
岩
崎
本

12
紙
270
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
ミ
チ
ヒ
ラ
ク
﹈

2

吾
先
て
啓ミ
チ
ヒ
ラ
キ
ユ
カ
ム

‐
行
。（
天
理

巻
第
二

神
代
下

15
紙
13
行
目

第
九
段
一
書
第
一
）

⑥
「
制
」

「
カ
ト
ル
」（
前
・
図
）「
ヤ
ム
」（
吉
・
天
）
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
用
例

1
は
、「
カ
ト
ル
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。「
カ
ト
ル
」
は
、「
自
分
の
意
の

ま
ま
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
こ
で
は
領
土
を
占
有
す
る
こ
と
を
言

う
。
用
例
2
の
よ
う
に
、
同
じ
内
容
の
箇
所
を
他
の
本
で
も
「
カ
ト
ル
」

と
読
ん
で
い
る
。
用
例
3
の
「
制
」
は
、「
制
止
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
を
「
ヤ
ム
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。「
ヤ
ム
」
と
は
、「
止
め
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

﹇
カ
ト
ル
﹈

1

長
門
よ
り
以
‐
東
を
は
朕
、
之
を
制
カ
ト
ラ
ム

。（
前
田
本

巻
十
七

189

行
目

継
体
天
皇
）

2

長
門
以
‐
来
を
は
、
朕
之
を

制
カ
ト
ラ
ム

。
筑
紫
以
―
西
を
は
汝
制カ
ト
レ

之
。

（
図
書
寮
本

99
行
目

巻
十
七

継
体
紀
）

﹇
ヤ
ム
﹈

3

於
是
、
海
神
、

制
ヤ（
上
）メ（
下
）
て
曰イ（
ハ
）、（
天
理
本

巻
第
二

神
代
下

42
紙
11
行
目

第
十
段
一
書
第
二
）

⑦
「
請
」

「
マ
ウ
ス
」（
岩
・
前
・
図
・
天
）「
コ
フ
」（
岩
・
前
・
図
・
天
）「
マ

ス
」（
岩
・
前
・
図
）「
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
」（
前
）「
ツ
カ
ム
マ
ツ
ル
」（
図
）

の
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
、
用
例
2
は
、「
マ
ウ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
用
例
1

は
、
皇
太
子
が
主
語
で
、
ニ
格
の
対
象
が
天
皇
で
あ
り
、
用
例
2
は
、
新

羅
の
使
者
が
主
語
で
、
ニ
格
の
対
象
が
朝
廷
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
「
マ
ウ

ス
」
も
「
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
の
謙
譲
語
で
あ
る
。
用
例
3
、
用

例
4
は
、「
請
」
を
「
マ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
、
仏
像
や
僧
侶
の
将
来

を
求
め
て
、「
う
や
う
や
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し

て
い
る
。「
マ
ス
」
は
、「
仏
像
や
僧
侶
の
将
来
な
ど
仏
教
に
関
わ
る
願
い

ご
と
を
申
し
上
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

「
コ
フ
」
と
し
て
読
ま
れ
た
「
請
」
は
、
用
例
5
、
用
例
6
の
よ
う
に
、

多
く
会
話
中
に
使
わ
れ
、「
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
〜
と
い
う
内
容
で
す
」

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
用
例
7
、
用
例
8
の
「
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
」

と
し
て
読
ん
だ
「
請
」
は
、
会
話
文
中
に
使
わ
れ
、
天
皇
に
対
し
て
、
死

罪
に
つ
な
が
る
よ
う
な
罪
過
の
重
要
な
事
項
を
質
問
し
判
断
を
仰
ぐ
と
い

う
意
味
を
表
す
。
用
例
9
の
「
ツ
カ
ム
マ
ツ
ル
」
と
し
て
読
ん
だ
「
請
」

は
、
自
分
達
の
行
為
、
す
な
わ
ち
降
伏
す
る
と
い
う
行
為
を
遜
っ
て
表
現
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し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
請
」
の
字
は
、
文
脈
上
の
様
々
な
意
味
に
応

じ
て
、
読
み
分
け
ら
れ
て
い
る
。

﹇
マ
ウ
ス
﹈

1

是
（
の
）
月
、
皇
太
子
、
于
天
皇
（
に
）

請
マ
ウ
シ
給（
朱
）
て
以
（
て
）

大
‐
楯
タ
テ（
墨
）及
靫
ユ
キ（
墨
）靫サ

此
を
は
由
（
平
）
岐
（
平
）（
と
）
云
。
を
作
（
り
）

又
于
旗
ハ
タ（
朱
）
‐
幟
ニ

絵

ヱ
カ
ク（
朱
）ヱ（
墨
）。（
岩
崎
本

第
5
紙
97
行
目

巻
二

十
二

推
古
天
皇
）

2

是
（
に
）
由
て
新
羅
改
て
其
（
の
）
上オ
ホ
キ
マ
フ
キ
ミ

‐
臣
伊
叱シ

夫
礼
智
于
岐
を

遣
（
し
）
て
新
羅
大
臣
を
以
て
上
‐
臣
（
と
）
為
。
一
本
云
伊
叱
夫
礼
知
奈

未
衆イ
ク
サ

三ミ
チ千ヽ
を
率
て
来
て
勅
を
聴
（
か
）
む
と
請マ
ウ
ス

。（
前
田
本

巻
第

十
七

231
行
目

継
体
天
皇
）

﹇
マ
ス
﹈

3

是
歳
蘇
我
の
馬
子
宿
祢
其
（
の
）
仏
像
二
軀
を
請マ
セ

て
乃
（
ち
）

鞍ク
ラ
ツ
ク
リ

部
の
村ス

ク

リ
‐
主
司
馬
達
等
池
辺
の
直
氷
田
を
遣
（
し
）
て
於
四
方モ

に
使
（
し
）
て
修オ

コ

ナ

ヒ

ト

‐
行
‐
者
を
訪ト（
ヒ
）
‐
覓
（
め
）
シ
む
。（
前
田
本

巻
二
十

162
行
目
）

4

因
以
て
恵
（
平
）
隠
（
平
）
僧ホ

シ

を

請

マ
セ（
右
訓
）マ
ナ
メ（
左
訓
）

て
无
（
去
）
量

（
平
）
寿
（
平
）
経
を
説
（
か
）
令
（
む
）（
図
書
寮
本

148
行
目

巻

二
十
三

舒
明
紀
）

﹇
コ
フ
﹈

5

請コ
フ

、
勿ナ

視

ミ
マ
シ
ソ（
右
）ミ
タ
マ
ヒ
ソ（
朱
・
左
）
之
。（
天
理
本

巻
第
一

神
代
上

17
紙
9
行
目

第
五
段

一
書
第
六
）

6

請コ
フ

、
誠
に
使
を
遣
シ
メ
て
、
其
（
の
）
消
‐
息
を
覩
（
る
）。﹇
墨
、

其
（
の
）
消ア
ル
カ
タ
チ（
墨
）

‐
息
を
覩
（
に
）
使
を
遣
（
は
し
む
）。（
岩
崎
本

第

17
紙
401
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
﹈

7

伏
願
は
大
‐
王キ
ミ

臣
か
女ム
ス
メ

韓カ
ラ

媛
（
と
）
葛カ
ツ
ラ
キ城
宅イ

七ナ
ヽ
ト
コ
ロ区
与
を
奉
献
て

死
罪
を

贖
ア
カ
ハ
ム
こ
と
を

請
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ラ
ム
以
。（
前
田
本

巻
第
十
四

29
行
目

雄

略
天
皇
）

8

故
、
更マ
ツ
タ

使
‐
人
并
て
謹
（
み
）
て
磐
日
等
を
遣マ

（
せ
）
て
、

臣ヤ
ツ
カ
レ
か

使
の
来
不
（
る
）
之
意
を
請
ウ
ケ
タ
マ
ハ（
右
）ウ
ケ
タ
ウ
ハ（
左
）

‐

問
（
し
む
）。（
前
田

本

巻
第
二
十

56
行
目

敏
達
天
皇
）

﹇
ツ
カ
ム
マ
ツ
ル
﹈

9

於
是
、
新
羅
国
の
王
、
軍
多
に
至
（
れ
り
）
と
聞
（
き
）
て
、

豫ア
ラ
カ
シ
メ

、
之
（
を
）
慴オ
チ

て

請

ツ
カ
ム
マ
ツ
ラ
ム
ト

服
マ
ツ
ロ
ハ
ム

。（
図
書
寮
本

437
行

目

巻
第
二
十
二

推
古
紀
）

⑧
「
信
」

用
例
1
の
よ
う
に
、「
ウ
ク
」（
前
・
図
）
と
し
て
読
ん
だ
例
だ
け
が
見

ら
れ
る
。

﹇
ウ
ク
﹈

1

是
（
に
）
由
（
り
）
て
馬
子
宿
祢
、
池
辺
の
氷
田
、
司
馬
達
等
、
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仏
の
法
を

保

タ
モ
チ（
右
）ホ（
左
）‐
信ウ
ケ

て
、
修
オ
コ
ナ
ヒ
ス
ル

こ
と
行
懈
（
ら
）
不
。（
前
田
本

巻
第
二
十

174
行
目

敏
達
天
皇
）

⑨
「
興
」

「
オ
コ
ス
」（
岩
・
前
・
図
）「
タ
ツ
」（
岩
・
前
・
図
）「
ツ
ク
ル
」

（
岩
・
前
・
図
）「
オ
ク
」（
前
）「
ア
グ
」（
前
・
図
）「
オ
コ
ル
」（
前
・

図
）
の
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
、
用
例
2
に
挙
げ
た
「
オ
コ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
「
興
」
は
、

「
奮
い
立
た
せ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
用
例
1
の
ヲ
格
の
対
象
は
「
衆
の

心
」
で
、
用
例
2
は
「
皇
后
の
感
ず
る
心
」
で
あ
る
。「
オ
コ
ル
」
は
、
用

例
3
の
よ
う
に
、「
中
興
」
と
い
う
二
字
熟
語
の
う
ち
の
「
興
」
を
読
ん
だ

例
で
あ
る
。
用
例
4
の
よ
う
に
、「
オ
ク
」
と
し
て
読
ん
だ
「
興
」
は
「
目

を
覚
ま
し
て
起
き
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
5
の
よ
う
に
「
ツ
ク

ル
」
と
し
て
読
ん
だ
「
興
」
は
、「（
建
物
を
）
造
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
用
例
6
、
用
例
7
の
「
タ
ツ
」
と
読
ん
だ
「
興
」
も
、「（
建
物
を
）

造
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
6
、
7
と
も
に
、「
興
」
に
対
し
て
右

に
「
タ
ツ
」
と
し
て
読
ん
だ
訓
が
あ
り
、
左
に
「
ツ
ク
ル
」
と
し
て
読
ん

だ
訓
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
意
味
と
考
え
ら
れ
る
「
興
」
に
「
ツ

ク
ル
」
と
「
タ
ツ
」
の
訓
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ツ
ク
ル
」
と
「
タ
ツ
」
の

訓
は
、
意
味
に
よ
る
読
み
分
け
で
は
な
く
、
祖
本
の
違
い
に
よ
る
読
み
の

違
い
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
用
例
8
、
9
は
、「
ア
ク
（
グ
）」
と
し
て

読
ん
だ
例
で
、「
言
葉
に
出
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
本
が
異
な
っ
て
も
、

同
一
本
文
の
箇
所
の
「
興
」
を
「
ア
ク
（
グ
）」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
興
」
も
、
意
味
に
よ
っ
て
読
み
分
け
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
た
だ
し
、「
ツ
ク
ル
」
と
「
タ
ツ
」
は
、
意
味
に
よ
る
読
み
分
け
で

は
な
く
、
祖
本
の
訓
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
オ
コ
ス
﹈

1

因
て
、
言
（
を
）
以
（
て
）、
隋
の
煬
ヤ
ウ（
墨
）（
去
声
）
帝
タ
イ（
墨
）（
平
声
）

卅ミ
ソ
ヨ
ロ
ツ（
墨
）
万
（
の
）

衆

イ
ク（
サ
）（
墨
）イ（
朱
）を
興ヲ
コ
シ

て
、
我
オ
ノ
レ（
墨
）を
攻
（
む
）。（
岩
崎

本

第
15
紙
349
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

2

皇
后

聞

キ
コ
シ
メ
シ（
右
訓
）マ
シ（
左
訓
）、
悲
（
み
）
て
、
感
ミ
オ
モ
ヒ

（
を
）
興オ
コ
シ

、
心

止イ
サ
メ
マ
ツ
リ
タ
マ
フ（
右
訓
）ト
ヽ
メ
タ
マ
フ（
左
訓
）
之
。（
図
書
寮
本

159
行
目

第
十
四

雄
略
紀
）

﹇
オ
コ
ル
﹈

3

継ヲ

ホ

ト
‐
体
之
君
に
及
（
り
）
乎
て
、
中ナ
カ
コ
ロ
オ
コ
ル

‐
興
之
功
イ
タ
ハ
リ
を

者
立
（
て
む

と
）
欲
（
て
）、
曷
（
か
）
嘗
よ
り
賢
‐
哲
ノ
之
謨ハ
カ

‐
謀
に
乎
頼

（
ら
）
不
む
。（
前
田
本

巻
十
七

245
行
目

継
体
天
皇
）

﹇
オ
ク
﹈

4

於
是
、
天
皇
、
夙
（
に
）
興オ
キ

、
夜
‐
寝
て
賦ミ
ツ
キ

を
軽
（
て
）、
斂
を

薄
（
く
し
）
て
、
以
（
て
）
民オ
ホ
ム
タ
カ
ラ
を

‐
萌

寛

ヲ
サ
メ

ヲ
サ
メ
モ
ノ

、
徳

イ
キ
ホ
ヒ
を

布
（
き
）、

恵
を
施
（
し
）
て
以
（
て
）
困
ク
ル
シ
ク
タ
シ
ナ
キ
を

‐
窮
振ス
ク
フ

。
死
を
弔
（
ひ
）、
□
を

問
（
ひ
）
以
（
て
）
孤

孀
ヤ
モ
ヲ
ヤ
モ
メ
を

養
（
ふ
）。（
前
田
本

巻
第
十
一

360
行
目

仁
徳
天
皇
）
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﹇
ツ
ク
ル
﹈

5

九
年
春
二
月
皇
太
子
初
て
宮ミ

ヤ
‐
室
を
斑イ
カ
ル
カ

‐
鳩
于
（
に
）

興
ツ
ク
リ
タ
マ
フ

。

（
図
書
寮
本

65
行
目

巻
第
二
十
二

推
古
紀
）

﹇
タ
ツ
﹈

6

九
年
の
春
二
月
、
皇
太
子
、
初
て
、
宮ミ
ヤ（
墨
）ミ
ヤ（
朱
）

‐
室
を
于
斑
‐
鳩
に

興タ
テ
タ
マ
フ（
墨
・
右
訓
）ツ
ク
リ
タ
マ
フ（
墨
・
左
訓
）タ（
朱
）。（
岩
崎
本

第
3
紙
61
行
目

巻

二
十
二

推
古
天
皇
）

7

天
皇
、
更
に
宮ミ

ヤ
‐
室
を
於
河
内
の
茅チ

ヌ渟
（
に
）

興

タ
テ（
右
訓
）ツ
ク
リ
テ（
左
訓
）而
、

衣
通
姫
を
令
ハ
ヘ
ラ
シ
ム

タ
マ
フ
居
。（
図
書
寮
本

145
行
目

第
十
三

允
恭
紀

安
康
紀
）

﹇
ア
グ
﹈

8

言
を
興ア
ケ

て
此
を
念
に
、
唯
以
て
恨
を
留
（
む
）。（
前
田
本

巻
十

四

424
行
目

雄
略
天
皇
）

9

言
を
挙ア
ケ

て
此
を
念
（
ふ
）
に
、
唯
以
て
恨
を
留
（
む
）（
図
書
寮
本

507
行
目

第
十
四

雄
略
紀
）

⑩
「
講
」

用
例
1
の
よ
う
に
、「
ト
ク
」（
岩
）
と
し
て
読
ん
だ
訓
だ
け
が
見
ら
れ

る
。1

秋
七
月
、
天
皇
、
皇卅

五

歳
太
子
を

請
マ
セ（
朱
）マ（
墨
）て
、
勝セ
ウ

（
平
）
鬘マ
ン

（
去
）
経
キ
ヤ
ウ

を

講
ト（
朱
）ト
カ（
墨
）

令
シ
メ
タ
マ
フ（
墨
）。（
岩
崎
本

第
8
紙
186
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

⑪
「
孝
」

用
例
1
の
よ
う
に
、「
オ
ヤ
ニ
シ
タ
ガ
フ
」（
図
）
と
し
て
読
ん
だ
訓
だ

け
が
見
ら
れ
る
。

1

今
此
を
以
（
ち
）
て
報
ム（
ク
ユ
ル
）
は
、
不
オ
ヤ
ニ
シ
タ（
カ
フ
ニ
ア
ラ
ス
）ヤ

亦

孝
。（
図
書
寮
本

229
行
目

巻
第
十
五

清
寧
紀
顕
宗
紀
仁
賢
紀
）

⑫
「
辞
」

「
イ
ナ
ブ
」（
前
・
図
）「
ユ
ヅ
ル
」（
図
）
と
し
て
読
ん
だ
訓
が
見
ら
れ

る
。「
イ
ナ
ブ
（
ブ
）」
と
し
て
読
ん
だ
「
辞
」
は
、「（
依
頼
を
）
断
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
2
の
よ
う
に
、「
譲
る
」
と
い
う
意
味
の

「
辞
」
を
「
ユ
ヅ
ル
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

﹇
イ
ナ
ブ
﹈

1

猶
辞イ
ナ
ヒ
（
て
）
而
、
不ユ
ル
シ
タ
□
ハ聴
（
ず
）。（
図
書
寮
本

23
行
目

第
十

三

允
恭
紀
安
康
紀
）

﹇
ユ
ヅ
ル
﹈

2

遂
に
与
に
于
遊
‐
田
（
を
）

盤
カ
リ
タ
ノ
シ
ム

て
、
一
の
鹿
を
駈
‐
遂オ
ヒ

て
、

相コ
モ
〳
〵

、
箭
（
を
）

発
ハ
ナ
ツ
コ
ト
を

辞ユ
ツ
リ

て
、
轡
ム
マ
ノ
ク
チ

を
並
ナ
ラ（
へ
）て
馳
‐
騁
。（
図
書

寮
本

巻
十
四

128
行
目

雄
略
紀
）
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⑬
「
拝
」

「
ヰ
ヤ
フ
」（
岩
）「
マ
ク
」（
岩
）「
メ
ス
」（
岩
・
図
）「
ウ
ヤ
マ
フ
」

（
岩
）「
ヲ
ガ
ム
」（
岩
・
図
・
吉
）「
コ
ト
ヨ
ス
」（
図
）
と
し
て
読
ん
だ
訓

が
見
ら
れ
る
。
用
例
1
は
、
同
一
の
「
拝
」
に
、
朱
筆
で
「
ヰ
ヤ
フ
」、
墨

筆
で
「
ヰ
ヤ
フ
」「
ウ
ヤ
マ
フ
」
と
し
て
読
ん
だ
訓
が
あ
る
。
同
じ
意
味
の

「
拝
」
に
「
ヰ
ヤ
フ
」
と
「
ウ
ヤ
マ
フ
」
と
い
う
別
の
訓
が
付
さ
れ
て
お
り
、

意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
読
み
分
け
た
と
は
考
え
に
く
い
。
祖
本
の
違
い
に

よ
っ
て
、「
拝
」
の
読
み
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
な
お
、
こ

こ
で
の
「
拝
」
の
意
味
は
、「
尊
敬
す
る
」
で
あ
る
。
用
例
2
は
「
メ
ス
」

と
し
て
読
ん
だ
例
で
、
こ
こ
で
の
「
拝
」
の
意
味
は
「
任
命
す
る
」
で
あ

る
。
用
例
3
は
、
同
一
の
「
拝
」
に
「
マ
ク
」（
墨
）、「
メ
ス
」（
墨
・
朱
）

と
し
て
読
ん
だ
別
の
訓
が
付
さ
れ
た
例
で
あ
る
。「
拝
」
の
意
味
は
、「
任

命
す
る
」
で
あ
る
。「
マ
ク
」「
メ
ス
」
と
も
に
、「
任
命
す
る
」
の
意
味
が

あ
り
、
同
一
の
「
拝
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
拝
」
の
意
味
の
違
い
に
よ
っ

て
読
み
分
け
た
の
で
は
な
く
、
祖
本
に
あ
る
別
の
訓
を
書
き
入
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
用
例
4
は
、「
拝
」
を
「
ヲ
カ
ム
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

「
拝
」
の
意
味
は
、「
礼
拝
し
て
謁
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
用
例
5

は
、「
拝
」
を
「
コ
ト
ヨ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「
拝
」
も
「
任
命
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
同
じ
意
味
の
「
メ
ス
」

は
、
ニ
格
を
取
る
が
、「
コ
ト
ヨ
ス
」
は
ヲ
格
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、「
メ

ス
」
は
役
職
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、「
コ
ト
ヨ
ス
」
は
人
物
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
拝
」
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
読
み
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
は
「
拝
」
の
意
味
の
違
い
に
よ
っ
て
読
み
分
け
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、「
ヰ
ヤ
フ
」
と
「
ウ
ヤ
マ
フ
」
は
、
同
じ
「
拝
」
に
付
さ
れ
て
お
り
、

祖
本
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
ヰ
ヤ
フ
／
ウ
ヤ
マ
フ
﹈

1

故
、
群
‐
臣
共
に
為
に
心
を
竭ツ
ク
シ

て
、
宜
ク
神
祇

をヰ
ヤ
ヒ
マ
ツ
ル（
朱
）ヰ
ヤ
ヒ
マ
ツ
ル（
墨
・
左
）／
ウ
ヤ
マ
フ（
墨
・
左
）

拝

（
べ
）
シ
（
岩
崎
本

第
9
紙

193
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
メ
ス
﹈

2

三
年
の
春
正
月
の
乙
亥
の
朔
に
、
中
臣
の
鎌
子
の
連
を
以
て
、
神

祇ツ
カ
サ（
墨
・
左
）
の

伯

カ
ミ（
朱
）カ
ミ（
墨
・
左
）
に

拝
メ
ス（
墨
・
左
）
す
。（
岩
崎
本

9
紙
204
行
目

巻
二
十
四

皇
極
天
皇
）

﹇
マ
ク
／
メ
ス
﹈

3

則
（
ち
）
大
‐
臣
の
男コ（
朱
）

善セ（
墨
）（

平
）
‐
徳
ト
コ（
墨
）（

入
）
臣
を
以
て
、
寺

の
司
に

拝

マ
ケ
シ
ム（
墨
・
右
）メ（
朱
）／
メ
ス（
墨
・
左
）
す
。（
岩
崎
本

第
2
紙
34
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
ヲ
ガ
ム
﹈

4

丁
酉
、
客
等
、
朝ミ
カ
ト（
墨
・
右
）

‐
庭
（
を
）

拝
ヲ
カ
ム（
墨
・
右
）。（

岩
崎
本

12
紙
214
行

目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
コ
ト
ヨ
ス
﹈

5

便
（
チ
）、
自
（
ラ
）
稚
媛
を
求
（
メ
）
て
女ヒ

‐
御メ

ト
為
給
（
と
）
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欲オ
ホ

す
。
田
狭
を
拝
コ
ト
ヨ
サ
セ

て
任ミ
マ
ナ
ノ
ク
ニ
ノ
ミ
コ
ト
モ
チ
ト（
左
訓
）

那
の
国
の
司
に
為
給
（
ふ
）。（
図

書
寮
本

210
頁

第
十
四

雄
略
紀
）

⑭
「
先
」

用
例
1
の
よ
う
に
、「
サ
キ
タ
ツ
」（
図
・
天
）
と
し
て
読
ん
だ
訓
だ
け

が
見
ら
れ
る
。

﹇
サ
キ
ダ
ツ
﹈

1

於
是
、
一ヒ
ト
リ

の
衛
士
有
て
疾
馳
て
万
に
先
サ
キ
タ
チ
ヌ

。（
図
書
寮
本

137

頁

巻
第
二
十
一

用
明
紀
崇
峻
紀
）

⑮
「
要
」

「
カ
タ
ム
」（
岩
・
図
・
吉
）
が
見
ら
れ
る
。
用
例
1
は
、「
要
」
を
「
カ

タ
ム
」
と
読
ん
だ
例
で
、「
約
束
を
取
り
決
め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

﹇
カ
タ
ム
﹈

1

中

臣

の

鎌

子

連

は
、
即
（
ち
）
自
（
ら
）
往

て

媒ナ
カ
タ
チ（
朱
・
右
）ナ
カ
タ
チ（
墨
・
左
）

要

／（
墨
・
右
）カ
タ
ム（
朱
）ム
ル
コ
ト（
墨
・
右
）カ
タ
メ（
墨
・
左
）訖
ヌ
（
墨
・
右
）。

（
岩
崎
本

10
紙
227
行
目

巻
二
十
四

皇
極
天
皇
）

⑯
「
感
」

「
カ
マ
ク
」（
岩
）「
メ
グ
ム
」（
岩
）「
タ
ケ
ル
」（
前
・
図
）「
メ
ヅ
」

（
前
・
図
）「
マ
ク
」（
図
）「
ナ
ゲ
ク
」（
図
）
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
は
、「
カ
マ
ク
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
あ
る
、
こ
こ
で
の
「
感
」

の
意
味
は
、「
感
動
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
用
例
2
の
よ
う

に
、
他
の
本
で
は
、
同
一
本
文
の
「
感
」
に
対
し
て
、「
カ
マ
ク
」
の
他
に

「
メ
ヅ
」
と
し
て
読
ん
だ
訓
も
付
さ
れ
る
。
用
例
3
も
、
同
一
の
「
感
」
に

「
カ
マ
ク
」「
メ
ヅ
」
と
し
て
読
ん
だ
訓
が
付
さ
れ
た
例
で
あ
る
。「
カ
マ

ク
」
と
「
メ
ヅ
」
は
意
味
も
類
似
し
て
お
り
、「
感
動
す
る
」
と
い
う
意
味

の
「
感
」
に
対
し
て
は
、「
カ
マ
ク
」「
メ
ヅ
」
と
い
う
異
な
る
訓
が
存
し

た
こ
と
に
な
る
。「
カ
マ
ク
」
と
「
メ
ヅ
」
は
「
感
」
の
意
味
に
よ
る
読
み

分
け
で
は
な
く
、
祖
本
の
読
み
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

用
例
4
は
、「
感
動
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
感
」
に
「
メ
ヅ
」
と
し
て
読

ん
だ
訓
だ
け
が
付
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
用
例
5
は
、「
メ
ヅ
」「
タ
ケ
ル
」

と
し
て
読
ん
だ
例
で
、
こ
こ
で
の
「
感
」
も
「
感
動
す
る
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
、
大
亀
が
突
然
女
性
の
姿
に
変
わ
る
様
子
を

見
て
、
浦
嶋
子
が
感
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、「
感
動
す
る
」
と
い
う
意

味
の
「
メ
ヅ
」
の
他
に
「
心
が
乱
れ
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
「
タ
ケ
ル
」

の
訓
を
当
て
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
用
例
6
の
よ
う
に
、
同
一
本

文
の
他
の
本
で
も
、「
感
」
に
「
メ
ヅ
」「
タ
ケ
ル
」
と
し
て
読
ん
だ
二
つ

の
訓
を
付
し
て
い
る
。
用
例
7
は
、「
嘆
く
」
と
い
う
意
味
の
「
感
」
を
、

「
ナ
ゲ
ク
」
と
読
ん
だ
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
感
」
は
、
意
味
と
し
て
は
「
感
動
す
る
」
と
「
嘆
く
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
感
動
す
る
」
と
い
う
意
味
の
「
感
」
は
、「
カ
マ
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ク
」「
メ
ヅ
」「
タ
ケ
ル
」
の
訓
が
付
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
読
み
は
、
も
と

は
「
感
」
の
意
味
の
違
い
に
基
づ
い
て
読
ま
れ
た
訓
で
あ
ろ
う
が
、
諸
本

に
よ
っ
て
異
な
る
読
み
を
採
用
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
恐
ら

く
は
、
意
味
に
よ
る
読
み
分
け
で
は
な
く
、
祖
本
の
別
の
訓
を
伝
え
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
嘆
く
」
と
い
う
意
味
を
表
す
「
感
」

を
「
ナ
ゲ
ク
」
と
読
む
の
は
、
こ
れ
を
「
メ
ヅ
」
や
「
カ
マ
ク
」
に
置
き

換
え
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
、
意
味
に
よ
っ
て
読
み
分
け
ら
れ
た
訓
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
カ
マ
ク
﹈

1

中
臣
鎌
子
連
、
便
（
ち
）
遇メ
グ
マ

（
る
る
に
）
感
カ
マ
ケ
ル
ヽ

に

て
而
、
舎

人
に
語
（
り
）
て
曰
、（
図
書
寮
本

197
行
目

巻
第
二
十
四

皇
極

紀
）

﹇
カ
マ
ク
／
メ
ヅ
﹈

2

中
臣
鎌
子
連
、
便
（
ち
）

遇

メ
ク
マ（
朱
）／
メ
ク
マ
ル
ヽ
ニ（
墨
・
右
）ム
ニ

メ
ク
ミ（
墨
・
左
）

所カ
マ
ケ（
朱
）＼
メ
テ
（ヽ
墨
）カ
マ
ケ
テ（
墨
・
左
）カ
マ
タ（
墨
・
左
）

感

而
舎
‐
人
（
に
）
語
（
り
）
て
、

（
岩
崎
本

第
9
紙
210
行
目

巻
二
十
四

皇
極
天
皇
）

3

於
是
、
根
の
使
‐
主オ
ム

、
押
踈
木
縵
（
を
）
見
て
、
其
（
の
）

美ウ
ル
ハ
シ
キ

‐
麗
に

感

カ
マ
ケ（
右
訓
）メ
テ（
左
訓
）

て
以オ

モ
ヘ
ラ
ク為

、（
図
書
寮
本

254
頁

第
十
三

允
恭
紀
安
康
紀
）

﹇
メ
ヅ
﹈

4

容カ

ホ
‐
姿
佳キ
ラ
キ
ラ
シ麗
。
見
者
、
自
に

感

メ
ツ（
右
訓
）メ
テ
ヌ（
左
訓
）に
。（
図
書
寮
本

180

頁

第
十
三

允
恭
紀
安
康
紀
）

﹇
メ
ヅ
／
タ
ケ
ル
﹈

5

於
是
、
浦
嶋
子

感

タ
ケ
リ（
右
）メ
テ（
左
）
て
以
て
婦ト

に
為
、
相シ
タ
カ
ヒ
ヌ遂
て
海
に
入

（
り
ぬ
）。
蓬ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ

‐
莱
‐
山
に
到
て
仙ヒ

シ

リ
‐
衆
歴メ
ク
リ

‐
覩
ミ
ル（
左
）。（
前
田
本

巻

第
十
四

408
行
目

雄
略
天
皇
）

6

於
是
、
浦
嶋
の
子

感

タ
ケ
リ（
右
訓
）メ
テ（
左
訓
）て
以
（
て
）
婦ト

に
為
、
相ア
ヒ
シ
タ
カ
ヒ遂
て

海
に
入
ヌ
。
蓬ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ

‐
莱
‐
山
に
到
て
、
仙ヒ

シ

リ
‐
衆
（
を
）
歴メ
ク
リ

‐
覩
ミ
ル（
左
訓
）。

（
図
書
寮
本

487
頁

第
十
四

雄
略
紀
）

﹇
ナ
ゲ
ク
﹈

7

天
皇
、
聞メ
シ
イ
タ
ミ
タ
マ

‐
惋
‐
痛
て
感
、
物
千
段ム
ラ

（
を
）
賜
（
ふ
）。
逆
ア
ラ
カ
シ
メ

、

岐ワ
カ
レ路
を
傷イ
タ
ム

て
、
重
（
て
）
難カ
タ
イ

こ
と
を
期ア
ヒ

感
ナ
ケ
イ
タ
マ
フ

。（
図
書
寮
本

244

頁

巻
第
十
五

清
寧
紀
顕
宗
紀
仁
賢
紀
）

⑰
「
死
」

「
マ
カ
ル
」（
岩
・
吉
・
天
）「
ミ
ウ
ス
」（
岩
）「
ミ
マ
カ
ル
」（
岩
）「
シ

ヌ
」（
岩
・
前
・
図
・
吉
・
天
）「
シ
ス
」（
岩
）「
ウ
ス
」（
岩
・
図
）「
オ

フ
」（
前
）「
ス
ク
」（
前
）「
コ
ロ
ス
」（
図
）「
カ
ク
ル
」（
吉
・
天
）
の
訓

が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
は
、「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
の
「
死
」
を
「
マ
カ
ル
」
と
し
て
読

ん
だ
例
で
あ
る
。
主
語
は
保
食
神
で
、
天
照
大
神
が
保
食
神
を
看
護
す
る

た
め
に
天
熊
人
を
派
遣
し
た
時
に
は
、
保
食
神
は
す
で
に
死
ん
で
い
た
と

い
う
内
容
で
あ
る
。
用
例
2
は
、「
ミ
マ
カ
ル
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
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天
皇
の
発
言
で
、
公
の
使
者
は
死
を
も
っ
て
任
務
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
天
皇
の
発
言
で
あ
る
。
主
語
は
、
公
の
使
者
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

唐
書
を
百
済
に
奪
わ
れ
た
小
野
妹
子
を
指
す
。

用
例
3
は
、「
死
」
を
「
ウ
ス
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の

「
死
」
も
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
主
語
は
、
山
背
大
兄
王
で
あ
る
。

ま
た
、
用
例
4
の
よ
う
に
、「
ウ
ス
」
に
も
「
ミ
ウ
ス
」
の
例
が
あ
る
。
主

語
は
、
来
朝
し
た
屋
久
島
の
人
々
で
あ
る
。「
マ
カ
ル
」
も
「
ウ
ス
」
も

「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
マ
カ
ル
」
の
主
語
が
神
や
公
の
使
者

で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
ウ
ス
」
は
敵
対
す
る
王
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
マ
カ
ル
」
の
方
が
「
ウ
ス
」
よ
り
敬
意
を
込
め
た
意
味
を
表
す
と
考
え
ら

れ
る
。

用
例
5
は
、「
シ
ヌ
」
と
し
て
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
主
語
は
、
多
く
の
国

民
で
あ
る
。「
シ
ヌ
」
は
、「
死
」
を
表
す
直
接
的
な
表
現
で
あ
り
、
禁
忌

の
た
め
そ
の
使
用
が
避
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一

般
的
な
人
々
の
死
を
述
べ
て
お
り
、
禁
忌
に
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
、「
シ

ヌ
」
と
い
う
語
を
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
シ
ヌ
」
は
、
尊
敬
の
意
の
接

頭
辞
「
ミ
」
や
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
と
と
も
に
は
使
わ
れ
な
い
。

用
例
6
か
ら
は
、
用
例
5
と
同
一
内
容
の
本
文
を
、
他
の
本
で
も
、「
シ

ヌ
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
用
例
7
、
8
の
よ
う
に
、

同
一
箇
所
の
「
死
」
を
、「
シ
ヌ
」
と
も
「
マ
カ
ル
」
と
も
読
ん
だ
例
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
訓
読
す
る
人
の
意
識
に
よ
っ
て
、「
シ
ヌ
」
と
「
マ
カ
ル
」

は
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

用
例
9
の
「
シ
ス
」
は
漢
語
動
詞
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
身
内
に
死
者

が
あ
る
と
、
父
母
、
兄
弟
と
い
っ
た
親
族
で
あ
っ
て
も
死
者
を
見
な
い
」

と
い
う
新
羅
や
百
済
の
風
習
を
述
べ
、
そ
れ
で
は
「
禽
獣
と
同
じ
で
あ
る
」

と
評
す
る
。
異
国
の
人
の
死
で
あ
り
、
特
別
な
風
習
に
の
っ
と
っ
た
死
の

あ
り
方
を
表
現
す
る
た
め
に
、
漢
語
動
詞
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

漢
語
動
詞
と
し
て
は
唯
一
の
例
で
あ
る
。

用
例
10
は
、「
ヲ
フ
（
追
ふ
）」
と
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
死
」

も
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
兄
の
菟
道
稚
郎
子
が
弟
の
大
鷦
鷯

尊
に
帝
位
を
譲
ろ
う
と
し
て
自
死
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
父
で
あ
る

先
帝
の
応
神
天
皇
に
譲
位
を
報
告
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で

は
、
先
帝
の
死
を
追
う
と
い
う
意
味
で
、「
ヲ
フ
」
と
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ

る
。用

例
11
は
、「
ス
グ
（
過
ぐ
）」
と
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
死
」

も
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
敏
達
天
皇
の
死
を
表
し
て
お
り
、

「
シ
ヌ
」
を
表
す
直
接
的
な
表
現
は
使
わ
ず
、
婉
曲
的
表
現
で
あ
る
「
ス

グ
」
と
し
て
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

用
例
12
は
、「
カ
ク
ル
（
隠
る
）」
と
読
ん
だ
例
で
あ
る
。「
隠
る
」
も

「
過
ぐ
」
と
同
様
に
、「
死
ぬ
」
と
い
う
直
接
的
な
表
現
を
避
け
る
た
め
に

多
用
さ
れ
る
語
で
あ
る
。「
死
」
を
「
カ
ク
ル
」
と
読
む
例
は
、
神
代
上
と

神
代
下
の
み
に
現
れ
る
。
こ
こ
で
は
神
々
の
「
死
」
に
対
し
て
、「
カ
ク

ル
」
で
読
ん
で
い
る
。「
神
」
の
死
に
対
し
て
、「
シ
ヌ
」
の
よ
う
な
直
接

的
な
動
詞
で
読
む
こ
と
は
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
直
接
的
な
表
現
を
避
け
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た
「
ス
グ
」
は
天
皇
の
死
に
使
わ
れ
、「
カ
ク
ル
」
は
神
の
死
に
使
わ
れ
る

と
い
う
使
い
分
け
が
認
め
ら
れ
る
。

用
例
13
は
、「
コ
ロ
ス
」
と
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
死
」
は
、

「
死
罪
」、
す
な
わ
ち
「
死
ぬ
る
罪
」
に
相
当
す
る
が
、
刑
を
命
令
す
る
側

の
天
皇
の
発
言
の
中
で
使
わ
れ
た
例
で
あ
る
。
他
に
も
、「
死
刑
」
を
「
コ

ロ
ス
刑
」
と
読
ん
だ
例
も
あ
る
。（
図
書
寮
本

56
行
目

第
十
三

允
恭

紀
安
康
紀
）

こ
の
よ
う
に
、「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
を
表
す
「
死
」
は
、
複
数
の
読
み

方
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
読
み
方
が
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
死
」
は
、
禁
忌
に
関
わ
る
重
要
な
語
で
あ
る
た
め
、「
死
」
の
意
味
に
応

じ
て
、
例
え
ば
対
象
の
身
分
や
場
面
に
よ
っ
て
婉
曲
的
な
表
現
を
用
い
る

な
ど
、
注
意
深
く
読
み
進
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

﹇
マ
カ
ル
／
ミ
マ
カ
ル
﹈

1

是
の
時
に
、

保
ウ（
平
）ケ（
平
）モ（
平
）チ（
平
）

食

の
神
、
実マ
コ
ト

に
已
に
死
マ
カ
レ
リ

矣
。（
天
理

本

巻
第
一

神
代
上

27
紙
10
行
目

第
五
段

一
書
第
十
一
）

2

夫
、
使
（
ひ
）
た
る
（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）
‐
人

死

ミ
マ
カ
ル
ト（
墨
・
右
）
と
雖

（
も
）
之
。
旨
を
失
（
は
）
不
。（
岩
崎
本

第
9
紙
210
行
目

巻
二

十
二

推
古
天
皇
）

﹇
ウ
ス
／
ミ
ウ
ス
﹈

3

巨
勢
の
徳
の
大タ（
朱
）臣
等
、
斑
鳩
の
宮
を
焼
（
き
）
て
、
灰
の
中
に
骨

を

見

ミ
テ
（ヽ
朱
）ミ
テ
（ヽ
墨
・
左
訓
）

て
、
誤
（
ち
）
て
、

王

ミ
コ（
朱
）ミ
コ（
墨
・
左
訓
）

死ウ
セ
マ
シ（
朱
）マ
シ
ヌ
ト（
墨
・
右
訓
）ウ
セ
タ
マ
ヒ
タ
リ（
墨
・
左
訓
）
り
と
（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）
謂
（
ひ

て
）

囲

カ
ク
ミ（
墨
・
右
訓
）
を

解
ト
カ（
墨
・
右
訓
）
（
せ
）
て
、（
岩
崎
本

8
紙
170
行
目

巻
二
十
四

皇
極
天
皇
）

4

還

マ
カ
リ
カ
ヘ
ル（
墨
・
右
）
に
及
（
ば
）
未
（
し
）
て
、
皆
死
ミ
ウ
セ
ヌ

焉
。（
岩
崎
本

巻
15
紙
344
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
シ
ヌ
﹈

5

国
＼
ク
ニ
ノ
ヒ
ト
ク
サ（
右
）ア
メ
ノ
シ
タ
ノ（
左
）

の

民

、
多サ
ハ

に

死

シ
ヌ（
右
）＼
コ
ト
ア
リ（
左
）。
青
山
を
枯
カ
ラ
ヤ
マ

に

為ナ
ス

。﹇
185
行
目

上
欄
外

死シ
ヌ

不
可
読

コ
ト
ア
リ
ト
可
読
之
﹈（
吉

田
本

神
代　
　

巻
上

184
行
目
）

6

国
ク
ニ
ノ
ヒ
ト
ク
サ
民
、

多
サ
ハ
ニ（
左
）

死

＼
コ
ト
ア
リ（
右
）シ
ヌ（
左
）、
青
山
枯
カ
ラ
ヤ
マ

ニ
為ナ
ス

。（
天
理
本

巻
第
一

神
代
上

13
紙
14
行
目

第
五
段

一
書
第
二
）

﹇
シ
ヌ
／
マ
カ
ル
﹈

7

世
‐
人ヒ
ト

、

生
イ
ケ
ル
ヒ
ト

を
以
て

死

シ
タ
ル
ヒ
ト（
右
）＼
マ
カ
レ
ル
ヒ
ト（
左
）
に
誤
こ
と
を
悪イ
ム

。

（
吉
田
本

65
行
目

神
代
下
）

8

世
‐
人ヒ
ト

、
生
を
以
て
、

死

シ
タ
ル
ヒ
ト（
右
）＼
マ
カ
レ
ル
ヒ
ト（
左
）誤
（
つ
）
こ
と
を
悪イ
ム

、

此
、
其
ノ
縁
（
な
る
）
コ
ト
ノ
モ
ト
ナ
リ
也
。（
天
理

第
二

神
代

下

5
紙
3
行
目

第
九
段

正
文
）

﹇
シ
ス
﹈

9

是
（
の
）
時
に
翹
岐
与
妻
・
児
の
死シ
セ
ル

を

畏

（
墨
・
右
訓
）オ
チ
テ

‐

忌
チ
ム（
墨
・
左
訓
）て

（
岩
崎
本

3
紙
49
行
目

巻
二
十
四

皇
極
天
皇
）

﹇
オ
フ
﹈

10

乃
、
自
、

死
ヲ
ヒ
タ
マ
ヒ
ヌ

焉
。（
前
田
本

巻
第
十
一

63
行
目

仁
徳
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天
皇
）

﹇
ス
ク
﹈

11

何
の
故
に
カ

死
ス
キ
タ
マ
ヒ
シ

王キ
ミ

之
庭ミ
ヤ

に

事
ツ
カ
マ（
ツ
リ
）
て
、

生

タ
ヒ
ラ
カ
ニ
マ
ス（
右
）タ
ヒ
ラ（
左
）

王キ（
ミ
）之
所ミ
モ
ト

に
事
ツ
カ
マ
ツ
ラ

弗
（
ザ
）ラ
ム

。（
前
田
本

巻
二
十

210
行
目

敏
達
天

皇
）

﹇
カ
ク
ル
﹈

12

則
（
ち
）、
夫カ
ノ

天
稚
彦
ノ
已
に

死

タ
ル（
右
）こ
と
を（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）カ
ク
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ（
左
）
知

（
り
）
て
乃
（
ち
）
疾
ハ（
平
）ヤ（
平
）チ（
平
）に

‐
風
遣
て
「
御
続
不
可
読
之

尸カ
ハ
ネ

を

擧
ア
ケ（
右
）

て
」
天
に

到
（
イ
タ
ラ
）シ
ム

（
ら
し
）
む
。「
以
下
不
可
読
也

使
、

喪モ（
右
）モ
カ
リ（
左
）‐
屋ヤ（
左
）を
造
（
り
）
而
て

殯

モ（
上
）カ（
上
）リ（
上
）ス

之
。（
吉
田
本

47

行
目

神
代
下
）

﹇
コ
ロ
ス
﹈

13

然
、
大
恩
（
メ
ク
ミ
）
を
垂
（
タ
レ
タ
マ
ヒ
）
而
て
、
死
（
コ
ロ

ス
ツ
ミ
）
を
免
（
ユ
（
ル
シ
））
て
墨
（
ヒ
タ
ヒ
キ
サ
ム
ツ
ミ
）
を
科

（
オ
ホ
セ
）
て
、（
図
書
寮
本

78
行
目

巻
第
十
二

履
中
紀
反
正

紀
）

⑱
「
動
」

「
ウ
ゴ
カ
ス
」（
岩
）「
ワ
ナ
ナ
ク
」（
岩
）「
オ
コ
ル
」（
図
）
と
し
て
読

ん
だ
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
の
「
動
」
は
、「
移
動
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
「
ウ
ゴ

カ
ス
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
用
例
2
の
「
動
」
は
、「
震
え
る
」
と
い
う

意
味
で
、
こ
れ
を
「
ワ
ナ
ナ
ク
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
用
例
3
の
よ
う

に
、
同
じ
内
容
の
箇
所
を
、
他
の
本
で
も
「
ワ
ナ
ナ
ク
」
と
読
ん
で
い
る
。

用
例
4
の
「
動
」
は
、「
発
生
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
「
オ
コ

ル
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
動
」
に
は
、
そ
の
意
味
の
違
い
に

応
じ
て
複
数
の
読
み
が
存
す
る
。

﹇
ウ
ゴ
カ
ス
﹈

1

於
墓
ツ
カ（
朱
）所
に
（
り
）、
而
見
レ
（
朱
）
は
（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）
之

封カ
タ（
朱
）カ
タ
メ（
墨
・
右
訓
）カ
タ
メ（
墨
・
左
訓
）

‐

埋

ウ（
朱
）ウ
ツ
ム
シ
ト
コ
ロ（
墨
・
右
訓
）ウ
ツ
メ
ル
コ
ト（
墨
・
左
訓
）、

動ウ
コ
カ
ス（
墨
・
右
訓
）勿
す
（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）（
岩
崎
本

第
14
紙
329
行
目

巻

二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
ワ
ナ
ナ
ク
﹈

2

倉
山
田
麻
呂
、
臣
、
表フ
ミ（
墨
・
右
訓
）

‐
文
を

唱

ヨ
ミ
ア
ク（
朱
）ヨ
ミ
ア
ク（
墨
・
左
訓
）オ
ク
ル（
墨
・
左
訓
）、

将
に
（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）

尽

ツ
キ（
朱
・
右
訓
）ツ
キ
ナ
ム
ト（
墨
・
左
訓
）

﹇ス
レ
ト
モ（
墨
・
左
訓
）

将
﹈
而

子
麻
呂
等
来
不
（
る
）
を
恐
（
れ
）
て
、

流

イ
ツ
ル（
朱
）イ
ツ
ル（
墨
・
左
訓
）‐
汗
身
に

浹ア
マ
ネ
ク（
朱
）ア
マ
ネ
ク（
墨
・
右
訓
）

て
、
声

乱

ミ
タ
ル（
墨
・
右
訓
）、
手

動

ワ
ナ
ヽ
ク（
朱
）ワ
ナ
ヽ
ク（
墨
・
左
訓
）。

（
岩
崎
本

第
14
紙
313
行
目

巻
二
十
四

皇
極
天
皇
）

3

倉
山
田
麻
呂
臣
唱
ヨ
ミ
ア
ク
ル

表フ

ミ文
、
将
尽
（
き
む
と
し
て
）
而
、
子
麻
呂

等
、
来
不
（
る
）
を

て
流イ
ツ
ル

汗ア
セ

身
に
浹ウ

ル

て
声
乱
（
れ
）
手
動

ワ
ナ
ヽ
ク

。

（
図
書
寮
本

299
行
目

巻
第
二
十
四

皇
極
紀
）

﹇
オ
コ
ル
﹈

4

是
（
の
）
日
、
大
臣
の
病
、
動オ
コ
リ

（
て
）
以
て

面
（
マ
ノ
ア
）タ
リ

於
桜
井
臣
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（
に
）
言
（
う
）
こ
と
能
（
は
）
不
。（
図
書
寮
本

21
行
目

巻
第

二
十
三

舒
明
紀
）

⑲
「
服
」

「
シ
タ
ガ
フ
」（
岩
）「
マ
ツ
ロ
フ
」（
岩
・
図
）「
キ
ル
」（
岩
・
前
・
図
）

「
ウ
ベ
ナ
フ
」（
天
）
の
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
の
「
服
」
は
、「
降
伏
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
岩
崎
本
で
は
、

こ
れ
を
「
シ
タ
ガ
フ
」「
マ
ツ
ロ
フ
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。「
シ
タ
ガ
フ
」

は
右
訓
で
「
マ
ツ
ロ
フ
」
は
左
訓
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祖
本
の
読
み
を
書

き
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
用
例
2
の
よ
う
に
、「
降
伏
す
る
」
の
意
味
の

「
服
」
を
、
岩
崎
本
で
は
「
シ
タ
ガ
フ
」
と
し
て
読
み
、
用
例
3
の
よ
う
に

図
書
寮
本
で
は
、「
マ
ツ
ロ
フ
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
シ
タ
ガ
フ
」
と
「
マ
ツ
ロ
フ
」
は
、「
服
」
の
意
味
に
よ
っ
て
読
み
分
け

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
用
例
4
は
「
着
る
」
と
い
う
意
味
の
「
服
」
を

「
キ
ル
」
と
読
ん
だ
例
で
あ
る
。
ま
た
、
用
例
5
の
よ
う
に
、
同
じ
内
容
の

箇
所
の
「
服
」
を
、
別
の
本
で
も
「
キ
ル
」
と
読
ん
で
い
る
。
用
例
6
の

「
服
」
も
、
用
例
1
の
よ
う
に
「
降
伏
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、

「
ウ
ベ
ナ
フ
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
文
脈
か
ら
「
同
意
す
る
」
と
い
う
意

味
だ
と
判
断
し
て
「
ウ
ベ
ナ
フ
」
と
し
て
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、「
シ
タ
ガ
フ
」「
マ
ツ
ロ
フ
」
は
、
神
の
行
為
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
語
で
あ
る
と
考
え
、「
マ
ツ
ロ
フ
」
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
用

例
7
に
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
内
容
の
箇
所
の
「
服
」
を
、
別
の
本
で
も

「
ウ
ベ
ナ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
降
伏
す
る
」
の
意
味
の
「
服
」
は
「
シ
タ
ガ
フ
」「
マ

ツ
ロ
フ
」「
ウ
ベ
ナ
フ
」
と
読
ま
れ
、
こ
の
う
ち
「
シ
タ
ガ
フ
」
と
「
マ
ツ

ロ
フ
」
は
、
読
み
分
け
の
基
準
が
不
明
で
あ
る
。「
着
る
」
と
い
う
意
味
の

「
服
」
は
、「
キ
ル
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。

﹇
シ
タ
ガ
フ
／
マ
ツ
ロ
フ
﹈

1

多
（
平
）
‐
多
‐
羅
（
平
）、

素

ス（
朱
）ス（
墨
・
右
訓
）（

平
）

奈
ナ（
墨
・
右
訓
）（

平
）

羅ラ（
墨
・
右
訓
）（

平
）、

弗
ホ
ツ（
墨
・
右
訓
）（

入
）

知
チ（
墨
・
右
訓
）（

平
）
‐

鬼
キ（
墨
・
右
訓
）（

平
）、

委ヰ（
墨
・
右
訓
）（

平
）

陀
タ（
墨
・
右
訓
）（

平
）、

南

ア
リ
ヒ
シ（
墨
・
右
訓
）の
加
（
平
）
‐
羅
（
平
）、

阿
（
去
）
‐
羅
（
上
）
‐
羅
（
上
）、
六

城
サ
シ（
墨
・
右
訓
）

を
割
て
、

服シ
タ
カ
ハ
ム（
墨
・
右
訓
）／
マ
ツ
ロ
ハ
ム
ト（
墨
・
左
訓
）
む
（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）

請
マ（
ス
）（
朱
）
（
岩
崎

本

第
3
紙
53
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
シ
タ
ガ
フ
﹈

2

新
羅
罪
を
知
（
り
）
て

服

シ（
朱
）シ
タ
カ
フ（
墨
・
右
訓
）
之
。（
岩
崎
本

第
3
紙

53
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
マ
ツ
ロ
フ
﹈

3

多
（
平
）
多
（
平
）
羅
（
平
）・
素ス

（
平
）
奈
（
平
）
羅
（
平
）・
弗

（
入
）
知
（
平
）
鬼
（
平
）、
委
（
平
）
陀
、
南
の
加
（
平
）
羅
（
平
）、

阿
（
去
）
羅
（
上
）
羅
、
六
の
城
を
以
（
て
）

服
マ
ツ
ロ
ハ
ム
ト

請
（
ふ
）（
図

書
寮
本

56
行
目

巻
第
二
十
二

推
古
紀
）

﹇
キ
ル
﹈
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4

其
（
れ
）
農
タ
ツ
ク
リ

（
せ
）
不
（
は
）、

何
ナ
レ（
朱
）ナ
ニ
ヲ
カ
ク
ラ
ハ
ム（
墨
・
左
訓
）

‐

食

、

桑
ク
ワ
ト
ラ

不
（
は
）、
何
‐

服

む（
朱
・
ヲ
コ
ト
点
）キ
ム（
墨
・
右
訓
）。（
岩
崎
本

第
7
紙
19
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

5

其
農
ナ
リ
ハ
ヒ

（
せ
）
不
は
、
何ナ
ニ

か
食
む
。
桑
（
せ
）
不
は
、
何
（
か
）

服キ

む
。（
図
書
寮
本

160
頁

巻
二
十
二

推
古
紀
）

﹇
ウ
ベ
ナ
フ
﹈

6

故
加マ
タ

、
倭シ

ツ

リ
‐
文
神カ
ミ

（
を
）
遣
セ
ハ
、
建タ
ケ

葉ハ

槌ツ
チ

の
命
を
者
は
、
則

（
ち
）
服
ウ
ヘ
ナ
ヒ
ヌ

。（
吉
田
本

104
行
目

神
代
下
）

7

故
加マ
タ

、

果

イ
无（
朱
・
右
）ツ
イ
ニ（
墨
・
左
）

倭
シ（
平
）ツ（
平
）リ（
平
）斯（
平
）宛（
平
）梨（
平
）（
左
）

‐

文

神
カ（
平
）ミ（
平
）（
を
）

遣
セ
ハ
、
建タ
ケ

葉ハ

槌ツ
チ

（
の
）
命
を
者
は
、
則
（
ち
）
服
ウ
ヘ
ナ
ヒ
ヌ

。（
天
理
本

巻
第
二

神
代
下

7
紙
9
行
目
）

⑳
「
用
」

「
ト
ル
」（
吉
・
天
）「
モ
チ
ヰ
ル
」（
天
）
の
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
の
「
用
」
は
「
起
用
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
「
ト
ル
」

と
し
て
読
ん
で
い
る
。
用
例
2
の
「
用
」
は
「
使
用
す
る
」
と
い
う
意
味

で
、
こ
れ
を
「
モ
チ
ヰ
ル
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
素
戔
嗚

尊
が
草
薙
剣
を
私
に
使
用
す
る
こ
と
を
い
う
。

﹇
ト
ル
﹈

1

于
時
に
、
権カ
リ

に
、
他ア
タ
シ
ヲ
ミ
ナ（
左
）

‐
婦
を
用ト
リ

、
乳
を
以
て
皇ミ

コ
‐
子
を
養ヒ
タ
ス

焉
。

（
吉
田
本

693
行
目

神
代
下
）

﹇
モ
チ
ヰ
ル
﹈

2

此
、
以
て
吾ワ
カ

か
私
ワ
タ
ク
シ
ニ

に
用
モ
チ
ヰ
ル

可ヘ
カ
ラ

不
（
る
な
り
）
也
。（
天
理
本

巻
第
一

神
代
上

53
紙
14
行
目

第
八
段

一
書
第
四
）

㉑
「
論
」

「
ア
ゲ
ツ
ラ
フ
」（
岩
・
図
）
の
み
が
見
ら
れ
る
。「
論
」
は
「
議
論
す

る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

﹇
ア
ゲ
ツ
ラ
フ
﹈

1

必
（
ず
）

衆
モ（
ロ
モ
ロ
）（
朱
）

与
ト（
墨
・
右
訓
）、
宜
ク
（
墨
・
右
訓
）
論
フ
（
墨
・
右

訓
）﹇
宜
﹈
べ
し
（
岩
崎
本

第
7
紙
155
行
目

巻
二
十
二

推
古
天

皇
）

㉒
「
和
」

「
ア
マ
ナ
フ
」（
岩
・
前
・
図
）「
ヤ
ワ
ラ
グ
」（
岩
）「
コ
タ
フ
」（
図
・

吉
・
天
）
の
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
1
の
「
和
」
は
「
同
意
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
を
「
ア
マ

ナ
フ
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
用
例
2
の
「
和
」
は
「
唱
和
す
る
」
と
い

う
意
味
で
、
こ
れ
を
「
ヤ
ワ
ラ
グ
」
と
し
て
読
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
こ

こ
で
は
「
穏
や
か
に
な
る
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
「
ヤ
ワ
ラ
グ
」
と
読

ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
用
例
3
の
「
和
」
は
「
返
答
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
を
「
コ
タ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
和
」
の
読
み
は
、「
同
意
す
る
」「
穏
や
か
に
な
る
」「
返

答
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
の
違
い
に
応
じ
て
、
異
な
る
読
み
方
が

な
さ
れ
て
い
る
。

﹇
ア
マ
ナ
フ
﹈

1

而
、
玖
賀
媛
、
不ア
マ
ナ
ハ
ス

‐
和
。（
前
田
本

巻
十
一

162
行
目

仁
徳
天

皇
）

﹇
ヤ
ワ
ラ
グ
﹈

2

天
皇

和

ヤ
ワ
ラ
ケ（
墨
・
右
訓
）て
曰
、（
岩
崎
本

第
13
紙
289
行
目

巻
二
十
二

推
古
天
皇
）

﹇
コ
タ
フ
﹈

3

陽
神
、
後
に
和コ
タ
ヘ

之
て
曰
（
く
）、（
吉
田
本

99
行
目

神
代
上
）

二
『
古
事
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
の
比

較

『
古
事
記
』
の
本
文
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
は
、
古
い
訓

点
資
料
が
無
い
た
め
、
厳
密
に
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
に

あ
っ
て
、
小
林
芳
規
博
士
が
説
か
れ
た
訓
漢
字
と
い
う
考
え
か
た
は
、
注

目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
古
事
記
』
を
表
記
す
る
漢
字
を
詳
細
に
調
べ
ら

れ
、『
古
事
記
』
に
使
わ
れ
る
漢
字
が
、
一
語
に
つ
き
原
則
一
漢
字
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
を
訓
漢
字
と
名
付
け
ら
れ
た（6
）。

こ
の
こ
と
は
、

本
節
の
考
察
結
果
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
と
い
う
観
点
か
ら
、
前
節
で
示
し
た

『
日
本
書
紀
』
の
形
成
漢
字
の
訓
と
意
味
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、『
古
事

記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
訓
と
比
較
し
た
。
た
だ
し
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
『
古
事
記
』
に
は
、
中
古
中
世
の
訓
点
資
料
が
な
い
の
で
、

訓
は
『
古
事
記
総
索
引
』
の
訓
を
参
考
と
し
た（7
）。

次
に
示
す
の
は
、『
古
事
記
』
の
形
成
動
詞
の
意
味
と
訓
を
列
挙
し
た
も

の
で
あ
る
。

①

念
（
意
味
）
思
う
（
訓
）
オ
モ
フ

②

奏
（
意
味
）
天
皇
に
申
し
上
げ
る
（
訓
）
マ
ヲ
ス

③

怨
（
意
味
）
恨
む
（
訓
）
ウ
ラ
ム

④

領
『
古
事
記
』
に
用
例
な
し

⑤

啓
『
古
事
記
』
に
用
例
な
し

⑥

制
（
意
味
）
領
土
を
治
め
る
（
訓
）
ヲ
サ
ム

⑦

請
（
意
味
）
神
の
お
告
げ
や
天
皇
や
母
君
の
指
示
や
許
し
を
求
め
る

（
訓
）
コ
フ
／
マ
ヲ
ス

「
コ
フ
」「
マ
ヲ
ス
」
は
併
記
さ
れ
る
。
よ
っ
て
「
コ
フ
」

と
「
マ
ヲ
ス
」
は
読
み
分
け
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧

信
（
意
味
）
信
じ
込
む
（
訓
）
ウ
ク

⑨

興
（
意
味
）
行
為
を
始
め
る
（
訓
）
オ
コ
ス

（
意
味
）
軍
勢
を
集
め
る
・
軍
を
率
い
る
・
軍
を
整
え
る

（
訓
）
オ
コ
ス

（
意
味
）
波
を
起
こ
す
（
訓
）
オ
コ
ス
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⑩

講
『
古
事
記
』
に
用
例
な
し

⑪

孝
『
古
事
記
』
に
用
例
な
し

⑫

辞
（
意
味
）
辞
退
す
る
（
訓
）
イ
ナ
ム

⑬

拝
（
意
味
）
拝
み
祭
る

参
拝
す
る

礼
拝
し
て
謁
す
る
（
訓
）

イ
ツ
ク
／
ヲ
カ
ム
／
ヲ
ロ
ガ
ム
／
マ
ツ
ル
（「
拝
伊
勢
神
宮
」

と
あ
る
箇
所
の
み
、「
マ
ツ
ル
」
と
読
み
、
他
は
「
ヲ
ガ
ム
」

「
ヲ
ロ
ガ
ム
」
の
訓
が
中
心
で
、「
イ
ツ
ク
」「
ヲ
ガ
ム
」
を
併

記
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。）

⑭

先
『
古
事
記
』
に
用
例
な
し

⑮

要
『
古
事
記
』
に
用
例
な
し

⑯

感
（
意
味
）
心
が
動
く

心
が
奪
わ
れ
る
（
訓
）
メ
ヅ

⑰

死
（
意
味
）
死
ぬ
（
訓
）
マ
カ
ル
／
シ
ヌ
／
カ
ム
サ
リ
ス
／
ウ

ス
／
イ
ノ
チ
ス
グ
／
コ
ロ
ス

こ
れ
ら
の
訓
が
、
複
数
併
記
さ
れ
る
。
併
記
さ
れ
た
組
み

合
わ
せ
に
は
統
一
が
無
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
訓
は
読
み

分
け
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑱

動
（
意
味
）
震
え
鳴
り
響
く
（
訓
）
ト
ヨ
ム
／
ユ
ス
ル
／
ウ
ゴ
ク

動
（
意
味
）
変
化
す
る
（
訓
）
ウ
ゴ
ク

動
（
意
味
）
移
動
さ
せ
る
（
訓
）
ウ
ゴ
カ
ス

「
ト
ヨ
ム
」「
ユ
ス
ル
」
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、「
ウ
ゴ
ク
」
も

併
記
さ
れ
る
。

⑲

服
（
意
味
）
着
る
（
訓
）
キ
ル

⑳

用
（
意
味
）
使
う
（
訓
）
モ
チ
ヰ
ル

㉑

論
（
意
味
）
議
論
す
る
（
訓
）
ア
ゲ
ツ
ラ
フ

㉒

和

い
ず
れ
も
「
平
和
」「
和
平
」
と
い
う
熟
語
形
式
で
使
用
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、『
古
事
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、
一
つ
の
漢

字
に
一
つ
の
訓
が
対
応
す
る
例
が
多
い
、
そ
れ
は
、『
古
事
記
』
の
漢
語
動

詞
形
成
漢
字
の
意
味
が
、
ほ
ぼ
一
つ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

な
お
、
⑦
の
「
請
」
に
は
「
コ
フ
」
と
「
マ
ヲ
ス
」
が
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
「
申
し
上
げ
て
指
示
や
許
し
を
求
め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
例
え

ば
「
マ
ヲ
ス
」
と
い
う
一
つ
の
読
み
だ
け
で
読
ん
で
い
く
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
⑱
の
「
動
」
に
も
、「
ト
ヨ
ム
」
の
他
に
、「
ウ
ゴ
ク
」
と

「
ウ
ゴ
カ
ス
」
が
あ
る
が
、「
ウ
ゴ
ク
」「
ウ
ゴ
カ
ス
」
と
も
に
、「
震
え
る
」

の
意
味
を
含
む
の
で
、「
ト
ヨ
ム
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
訓
点

資
料
の
訓
の
関
係
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
、
異
な
る
意
味
で
使
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。

①

念
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
と
も
に
「
思
う
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
た
だ
し
、『
日
本
書
紀
』
は
、
尊
敬
語
と
し
て
「
オ
ボ
ス
」
と

読
ん
だ
例
が
あ
る
。

⑥

制
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
領
有
す
る
」「
制
止
す
る
」
と
い
う
意
味

で
使
用
さ
れ
、『
古
事
記
』
で
は
「
領
有
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
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用
さ
れ
る
。

⑨

興
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
発
生
す
る
」「
起
き
る
（
目
覚
め
る
）」

「
建
て
る
・
造
る
」「
言
葉
に
出
す
」
と
い
う
複
数
の
意
味
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
「
オ
コ
ル
」「
オ
ク
」「
ツ
ク
ル
」「
タ
ツ
」「
ア
グ
」
と

読
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
古
事
記
』
に
は
、「
行
為
を
始
め

る
」「
軍
勢
を
集
め
る
・
軍
を
率
い
る
・
軍
を
整
え
る
」「
波
を
起

こ
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
オ
コ
ス
」
と
い
う
共

通
し
た
訓
で
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑫

辞
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
辞
退
す
る
」
と
「
譲
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
ナ
ブ
」「
ユ
ヅ
ル
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
『
古
事
記
』
に
は
、「
辞
退
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
け

が
あ
る
。

⑬

拝
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
尊
敬
す
る
」「
任
命
す
る
」「
礼
拝
し
て

謁
す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ヰ
ヤ
マ
フ
」「
メ

ス
／
コ
ト
ヨ
ス
」「
ヲ
ガ
ム
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『
古
事
記
』
は
、「
拝
み
祭
る
」「
参
拝
す
る
」「
礼
拝
し
て
謁
す
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
同
じ
意
味
と
し

て
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
「
ヲ
ロ
ガ
ム
」
と
い
っ
た
同
じ
訓
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
。

⑯

感
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
感
動
す
る
」「
心
が
乱
れ
る
」「
嘆
く
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
マ
ク
／
メ
ヅ
」「
タ
ケ
ル
」

「
ナ
ゲ
ク
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
古
事
記
』
の

「
感
」
は
、「
感
動
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
け
が
存
し
、『
古
事
記
総

索
引
』
で
は
、
全
て
「
メ
ヅ
」
と
読
ん
で
い
る
。

⑰

死
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
と
も
に
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
が
あ

る
。『
日
本
書
紀
』
は
、「
シ
ヌ
」
を
避
け
て
、
死
の
主
体
や
場
面

に
よ
っ
て
は
「
ウ
ス
」「
ス
グ
」
等
に
読
み
分
け
て
い
る
。『
古
事

記
』
の
「
死
」
に
も
複
数
の
訓
が
あ
り
、
主
体
や
場
面
に
よ
っ
て

読
み
分
け
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

⑱

動
『
日
本
書
紀
』
の
「
動
」
は
、「
動
く
」「
震
え
る
」「
発
生
す
る
」

と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ウ
コ
ク
」「
ワ
ナ
ナ
ク
」「
オ
コ
ル
」

と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
意
味
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
「
動
」
を
同
じ
訓
で
読
む
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、『
古
事
記
』
の
「
動
」
に
は
「
震
え
鳴
り
響
く
」「
変
化
す

る
」「
移
動
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、「
震
え
鳴
り
響
く
」

と
は
、
大
地
が
動
く
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
、「
変

化
す
る
」
と
は
、
生
命
の
場
所
が
動
く
こ
と
で
死
の
状
態
に
な
る

こ
と
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古
事
記
』
の

三
つ
の
意
味
は
す
べ
て
「
動
く
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
、『
古
事
記
総
索
引
』
の
「
動
」
の
読
み
も
、
一
部
に
「
ト

ヨ
ム
」
の
訓
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
ウ
ゴ
ク
」
の
訓
が
併

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
「
動
く
」「
動
か
す
」
と
い
う
意

味
で
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑲

服
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
降
伏
す
る
」「
着
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
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り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
シ
タ
ガ
フ
／
マ
ツ
ロ
フ
／
ウ
ベ
ナ
フ
」「
キ
ル
」

と
読
ん
で
い
る
。『
古
事
記
』
は
、「
着
る
」
と
い
う
意
味
の
み
で
、

た
と
え
ば
、「
キ
ル
」
と
い
う
訓
で
す
べ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

⑳

用
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
起
用
す
る
」
と
「
使
用
す
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ト
ル
」
と
「
モ
チ
ヰ
ル
」
と
読
ん
で

い
る
。『
古
事
記
』
に
は
、「
使
用
す
る
」
と
い
う
意
味
だ
け
が
あ

り
、
例
え
ば
、「
モ
チ
ヰ
ル
」
と
い
う
訓
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

㉒

和
『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
同
意
す
る
」「
穏
や
か
に
な
る
」「
返
答

す
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ア
マ
ナ
フ
」「
ヤ
ワ
ラ

グ
」「
コ
タ
フ
」
と
読
ん
で
い
る
。『
古
事
記
』
に
は
、
熟
語
形
で

用
い
ら
れ
た
「
和
」
し
か
な
く
、「
和
平
」「
平
和
」
と
い
う
形
で

「
平
定
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
日
本
書
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、
一
つ
の
漢
字

に
対
し
て
複
数
の
異
な
る
意
味
が
存
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
異
な
る
意
味

を
持
つ
訓
が
対
応
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
日
本
書
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成

漢
字
は
、
意
味
に
よ
る
読
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

れ
は
、
小
林
博
士
が
説
か
れ
た
訓
漢
字
と
い
う
考
え
方
を
、『
日
本
書
紀
』

の
訓
と
の
比
較
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、『
日
本
書

紀
』
に
は
、
同
じ
意
味
を
表
す
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
に
対
し
て
複
数
の
訓

が
存
す
る
例
も
あ
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
例
は
、
同
一
本
文
に
対
し
て
、

点
本
に
よ
っ
て
訓
が
異
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
祖
本
の
読
み
の
違

い
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
の
違
い

と
訓
と
が
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
家
点
に
よ
っ
て
異
な
る
訓
が
存
し

た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、「
念
」
に
は
主
体
の
違
い
に
よ
っ
て
「
オ
モ
フ
」

と
「
オ
ボ
ス
」
の
訓
が
存
す
る
よ
う
に
、「
思
う
」
と
い
う
共
通
す
る
意
味

を
持
つ
「
念
」
で
あ
っ
て
も
、
訓
と
し
て
は
主
体
の
違
い
に
よ
る
読
み
分

け
が
存
す
る
。
ま
た
、「
死
」
は
、
主
体
の
違
い
や
死
の
有
り
よ
う
に
よ
っ

て
「
シ
ヌ
」「
シ
ス
」「
ヲ
フ
」「
ス
グ
」「
カ
ク
ル
」
と
読
ん
で
い
る
な
ど
、

「
死
ぬ
」
と
い
う
共
通
す
る
意
味
を
持
つ
「
死
」
字
の
意
味
を
文
脈
に
応
じ

て
細
か
く
捉
え
、
異
な
る
読
み
方
を
し
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
と
比
較
し
得
る
よ
う
な
訓
点
資
料
が
『
古
事
記
』
に
無
い

の
が
残
念
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
『
古
事
記
』
を
訓
読
す
る
と
す
れ
ば
、『
日

本
書
紀
』
よ
り
単
純
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
も
と
も

と
『
古
事
記
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
訓
で
読
め

る
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
と
い
う
、
表
現
上
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
。
一
方
、『
日
本
書
紀
』
の
場
合
は
、
一
つ
の
形
成
漢
字
が
複
数
の

意
味
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
、
意
味
の
異
な
る
形
成
漢
字
を
異
な
る
訓
で
読

み
分
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
点
本
は
、
そ
の
訓
に

よ
っ
て
、
内
容
理
解
が
深
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
、『
日
本

書
紀
』
に
と
っ
て
、
訓
読
と
い
う
行
為
は
、
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

に

本
稿
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
複
数
の
訓
点
資
料
を
取
り
上
げ
、
漢
語
動

詞
形
成
漢
字
の
読
み
を
、
意
味
と
の
対
応
と
い
う
面
か
ら
考
察
し
た
。
そ

の
結
果
、『
日
本
書
紀
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
は
、
複
数
の
意
味
で
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
複
数
の
意
味
に
応
じ
て
、
異
な
る
訓
が

付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
古
事
記
』
の
用
字
法
と
比
べ
る
と
、
そ
の
違

い
が
顕
著
で
あ
る
。

本
稿
の
課
題
は
、『
日
本
書
紀
』
の
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
意
味
と
訓
の

関
係
に
注
目
し
、
そ
の
成
立
の
過
程
を
訓
点
資
料
の
加
点
状
況
か
ら
読
み

解
く
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』

の
訓
点
資
料
を
見
た
場
合
、
ま
ず
、
漢
語
動
詞
で
読
ま
れ
る
こ
と
が
無
い

と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
は
、
日
本
語

の
漢
字
表
記
に
お
い
て
、
漢
語
動
詞
の
使
用
が
ま
だ
一
般
的
で
な
か
っ
た

上
代
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
和
語
動

詞
読
み
と
し
て
作
ら
れ
た
和
書
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』
の
訓
を
、
後
代

の
訓
点
資
料
も
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
、
中
国

成
立
の
漢
文
を
読
ん
だ
『
白
氏
文
集
』
の
訓
点
資
料
の
よ
う
な
、
漢
語
動

詞
が
訓
読
に
入
り
込
む
余
地
が
大
き
い
訓
点
資
料
と
は
、
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
漢
語
動
詞
の
成
立
に
は
、
漢
文
や
仏
典

を
対
象
に
行
わ
れ
た
訓
読
と
い
う
翻
訳
行
為
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る

も
の
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
別
表
『
日
本
書
記
』
訓
点
資
料
諸
本
に
お
け
る
漢
語
動
詞
形
成
漢
字
の
訓
）

岩
崎
本

前
田
本

図
書
寮

吉
田

天
理

怨

ニ
ク
ム
／
ソ

ネ
ム

ニ
ク
ム
／
ソ

ネ
ム

感
カ
マ
ク
・
メ

グ
ム

タ
ケ
ル
／
メ

ヅ

タ
ケ
ル
／
メ

ヅ
／
マ
ク
／

ナ
ゲ
ク

具

ソ
ナ
フ

屈
ヰ
ヤ
フ

屈
請
（
イ
マ

ス
）

ツ
ツ
シ
ム

啓
マ
ウ
ス

マ
ウ
ス

マ
ウ
ス

マ
ウ
ス
／
ミ

チ
ヒ
ラ
ク

マ
ウ
ス
／
ミ

チ
ビ
ク

興
ヲ
コ
ス
／
タ

ツ
／
ツ
ク
ル

タ
ツ
／
ツ
ク

ル
／
オ
ク
／

オ
コ
ス
／
ア

グ
／
オ
コ
ル

タ
ツ
／
オ
コ

ス
／
オ
コ
ル

／
ア
グ
／
ツ

ク
ル

孝

オ
ヤ
ニ
シ
タ

ガ
フ

講
ト
ク

死
ミ
カ
ク
ル
／

マ
カ
ル
／
ミ

ウ
ス
／
ミ
マ

カ
ル
／
シ
ヌ

／
シ
ス
／
ウ

ス

シ
ヌ
／
オ
フ

／
ス
グ

シ
ヌ
／
コ
ロ

ス
／
ウ
ス

シ
ヌ
／
カ
ク

ル
／
マ
カ
ル

シ
ヌ
／
カ
ク

ル
／
マ
カ
ル

辞

イ
ナ
ブ

イ
ナ
ブ
／
ユ

ヅ
ル

誦

ア
ク

信

ウ
ク

ウ
ク

制

カ
ト
ル

カ
ト
ル

ヤ
ム

ヤ
ム
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（
4
）
『
国
宝
吉
田
本
日
本
書
紀
』（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
／
京
都
国
立
博
物
館
編

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）

（
5
）
『
日
本
書
紀

乾
元
本
』（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
集
、
天
理
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
五
年
）

（
6
）
「
古
事
記

音
訓
表
（
上
）（
下
）」（
小
林
芳
規
著
『
文
学
』
第
四
十
七
巻

第
八
号
第
十
一
号
昭
和
五
十
四
年
八
月
・
十
一
月
）『
日
本
思
想
大
系

古
事

記
』（
小
林
芳
規
著

青
木
和
夫
・
石
母
田
正
・
佐
伯
有
清
著

第
一
巻
岩
波

書
庖
昭
和
五
十
七
年
）

（
7
）
『
古
事
記
総
索
引
』（
高
木
市
之
助
、
富
山
民
藏
編

平
凡
社
、
一
九
七
四
―

一
九
七
七
）
な
お
、
底
本
は
、『
校
定
古
事
記
』（
明
治
四
十
四
年

皇
典
講
究

所
）
と
さ
れ
る
。

（
1
）
『
岩
崎
本
日
本
書
紀

国
宝
』（
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
／
京
都
国
立
博
物
館

編

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）

（
2
）
『
日
本
書
紀
』（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
編
、
二
〇
〇
二
年
）

（
3
）
『
日
本
書
紀

圖
書
寮
本
』（
石
塚
晴
通
著
、
美
季
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
―

一
九
八
四
年
）

請
マ
ス
／
マ
ウ

ス
／
コ
フ

マ
ウ
ス
／
ウ

ケ
タ
マ
ハ
ル

／
コ
フ
／
マ

ス

コ
フ
／
マ
ウ

ス
／
マ
ス
／

ツ
カ
ム
マ
ツ

ル

コ
フ
／
マ
ウ

ス

先

サ
キ
ダ
ツ

サ
イ
ダ
ツ

奏
マ
ウ
ス

マ
ウ
ス

マ
ウ
ス
／
マ

ス

マ
ウ
ス

マ
ウ
ス

調
ト
ル
／
ミ
ツ

グ
動
ウ
ゴ
カ
ス
／

ワ
ナ
ナ
ク

オ
コ
ル

念
オ
モ
フ

オ
モ
フ
／
オ

ボ
ス

拝
マ
ク
／
メ
ス

／
ヰ
ヤ
フ
／

ヲ
ガ
ム
／
ウ

ヤ
マ
フ

ヲ
ガ
ム
／
コ

ト
ヨ
ス
／
メ

ス

ヲ
ガ
ム

服
シ
タ
ガ
フ
／

マ
ツ
ロ
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